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国際食資源学院へようこそ！？

国際食資源学院は開学７年目となりました。ワ
ンダーフォーゲル実習とよぶ海外実習があり、
フィールドを重視する大学院です。

今日は、ベトナムで実施した院生との調査に同
行して頂ければと思います。

ようこそメコンデルタへ





















フィールドから実証分析へ
課題発見
フィールドから、様々な課題を抽出
塩害、出稼ぎ労働、自然災害、気候変動

実証分析
大規模世帯データを使って実証的に分析

解決
GHG排出権取引などの政策オプション



エビ養殖と稲作の複合経営
（家族経営の場合）













商業的な大規模エビ養殖経営











耐塩性稲の選抜







塩分濃度のモニタリング



浮力による塩分濃
度のモニタリング



メコンデルタの塩害

● Surveyed households
★Visited 雨季のエビ養殖と稲作の複合経営

(ベトナム・カマウ省)

稲作
エビ養殖

乾季の塩類浸潤レベル(g/L)

イネの耐塩性は、今のところ最大で5-6 g/L.



稲作とエビ養殖の複合経営



調査農家の農業収入
稲作 エビ養殖

（ブラックタイガー）
単収(kg/ha) 4,500 250

収量(kg/年) 9,450 1,050

自家消費(kg) 2,000 0

販売価格(VND/kg) 5,000 145,000

収入(千VND) 37,250 152,250

収入(USD) 1,600 6,538

聞き取り先農家はカマウ省で稲作・エビ養殖の複合経営を行う農
家Aで，農地面積は３ha，うち2.1haでエビ養殖と稲作を行い，残
りの0.9haは自家消費野菜・果樹の栽培を行う。



稲作とエビ養殖の複合経営

深刻な干ばつによる被害 (2015)

エルニーニョの影響が甚大化し、海
水の塩分濃度を超え、エビが死滅

乾季のエビ養殖収入を失う

収入補填のため、ホーチ
ミン周辺の工業地域へ季
節労働などの出稼ぎへ



大規模世帯調査結果から



メコンデルタの13省を対象に

0

図1. メコン13省の塩分濃度
注) 図中の各点は県の所在地を示す。



塩類浸潤程度及び収入階層別の送金依存度（単位：％）

収入階層

貧困層 準貧困
層

その
他 計

塩
類
浸
潤
程
度

〜1g/L
99 52 791 942

20.8 37.8 5.6 9.9

1〜4g/L
18 13 161 192

13.7 24.5 7.9 9.8

4〜10g/L
33 19 191 243
8.2 23.5 5.2 7.9

10〜
20g/L

25 10 151 186
19.8 18.3 6.6 8.9

20g/L〜
56 28 258 342

22.0 25.7 5.4 10.3

計
231 122 1,552 1,905
18.8 30.1 6.1

資料) VHLSS(2014)より作成。
注)上段は世帯数・下段は送金が所得に占める割(%)を表している

塩類浸潤程度が上昇す
ると出稼ぎ者のいる世
帯の割合が上昇する。



塩分濃度が１g/L上昇すると？



収入主体別要約統計量

表１. 収入主体別要約統計量

賃金収入主体
(n=1,137)

稲作主体
(n=387)

水産主体
(n=130)

主体なし
(n=246)

その他主体
(n=3)

平均 標準
偏差 平均 標準偏

差 平均 標準
偏差 平均 標準偏

差 平均 標準偏
差

世帯所得(千万VND) 26.5 27.8 6.5 9.4 9.2 14.4 0.4 2.7 22.2 20.0

塩害レベル(g/L) 6.7 9.7 5.6 8.3 20.2 12.7 7.6 10.4 0.8 1.4

世帯主の教育年数(年) 6.2 4.3 6.0 3.3 4.8 3.1 5.9 3.9 8.0 3.0

世帯員数(人) 4.0 1.5 3.6 1.5 3.8 1.5 3.0 1.6 4.3 1.5

労働移動あり
(世帯数と割合) 146 (12.8%) 97 (25.1%) 20 (15.4%) 34 (13.8%) 0 (0%)



塩類浸潤程度(salinity)上昇による労働移動の選択確率

表3 収入主体別の限界効果
限界効果 標準誤差

賃金労働 0.105 *** 0.009
稲作主体 0.230 *** 0.021
水産主体 0.131 *** 0.028
主体無し 0.118 *** 0.021

𝑑𝑑_𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑖𝑖 = 𝑓𝑓(𝑋𝑋ℎℎ,𝑋𝑋𝑎𝑎𝑎𝑎𝑎𝑎 ,𝑋𝑋𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒,𝑋𝑋𝑝𝑝𝑎𝑎𝑝𝑝𝑒𝑒) (1)

𝑑𝑑𝑎𝑎𝑒𝑒𝑟𝑟𝑖𝑖𝑟𝑟𝑖𝑖 = 𝛽𝛽0 + 𝛽𝛽1 𝑚𝑚𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑚𝑚𝑖𝑖𝑖𝑖 + 𝛽𝛽2 𝑖𝑖𝑑𝑑𝑒𝑒𝑖𝑖 + 𝛽𝛽3 𝑖𝑖_𝑓𝑓𝑓𝑓𝑚𝑚𝑚𝑚𝑓𝑓𝑓𝑓𝑖𝑖
+𝛽𝛽4 𝑑𝑑_𝑤𝑤𝑓𝑓𝑚𝑚𝑖𝑖𝑖𝑖 + 𝛽𝛽5 𝑑𝑑_𝑟𝑟𝑚𝑚𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖 + 𝛽𝛽6 𝑑𝑑_𝑓𝑓𝑎𝑎𝑒𝑒𝑓𝑓𝑖𝑖 +𝛽𝛽7 𝑑𝑑_𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖

+𝛽𝛽8 𝑠𝑠𝑓𝑓𝑓𝑓𝑚𝑚𝑖𝑖𝑚𝑚𝑠𝑠𝑓𝑓 + 𝛽𝛽9 𝑠𝑠𝑓𝑓𝑓𝑓𝑤𝑤𝑎𝑎𝑎𝑎𝑒𝑒𝑖𝑖 + 𝛽𝛽10 𝑠𝑠𝑓𝑓𝑓𝑓𝑎𝑎𝑖𝑖𝑟𝑟𝑒𝑒𝑖𝑖 +
𝛽𝛽11 𝑠𝑠𝑓𝑓𝑓𝑓𝑎𝑎𝑎𝑎𝑎𝑎𝑎𝑎𝑖𝑖+𝛽𝛽12𝑠𝑠𝑓𝑓𝑓𝑓𝑒𝑒𝑝𝑝𝑖𝑖 + 𝛽𝛽𝑃𝑃𝑎𝑎𝑝𝑝𝑒𝑒 𝑝𝑝𝑟𝑟𝑖𝑖𝑝𝑝𝑚𝑚𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖 + 𝜀𝜀𝑖𝑖 (2)

稲作や養殖など、自然資本への依存度が高い世帯の限界効果が高い。

予察情報や耐塩性の高い稲の普及が急務



温室効果ガス排出削減に向けて



気温の変化

Source: IPCC report
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温室効果ガス(GHG)の排出量と農業の割合（ベトナム）

(Climate watch data, 2021)

農業の割合は減少傾向にあるが、主たる
排出源であることに変わりはない。



環境経済学アプローチ：限界削減費用

GHG排出量

GHG削減費用

限界削減費用は右下がりになる

0
b1

排出制限政策が無い場合

A

1st2nd

最初のGHG１単位を削減するより、２
単位目を削減する方が費用がかかる

Thanpapillai and Sinden, 2013



Y
Z

限界削減費用と炭素税

GHG排出量

GHG削減費用

炭素税率(t)

b1

X
A

b2

B

限界削減費用

0z

t<MAC

t >MAC

Thanpapillai and Sinden, 2013

税金かかるので
削減しよう！



限界削減費用と炭素税

GHG排出量

GHG削減費用

炭素税率

b1b2

B

0z

メコンデルタの限界削減費用

他地域

b3

他地域の削減量

メコンの削減量

メコンは削減費用が他
地域より高い。排出権
取引制度などが必要？



ご清聴ありがとうございました
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